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はしがき                  第4章 英語への取 り組みについて
第一部 (学生アンケー ト調査結果の分析)       1)英語学習の実態
資料 :学生アンケー ト (質問項目と回答)      2)授業外での英語学習
第1章 調査の概要                 3)授業に望む
1)全体像について              4)英語と初習外国語との関係
2)入学目的について
第2章 英語との関わりから          第二部 (教官アンケー ト調査結果の分析)
1)英語の好き・嫌い           資料1:教官アンケート (質問項目と回答)
2)英語力               第 1章 調査の概要
3)英語を勉強する理由         第2章 調査結果の分析
4)授業のテーマ              1)英語教育への関心と学生の英語力の評
第3章 各コースの状況から              価について
1)Aコースについて            2)学生の英語を ぶ動機および大学にお
(1)満足度とその理由            ける英語教育の目的について
(2)教材                3)外国語教育における英語荻育の位置付
(3)授業の進め方              けについて
(4)履修動機              4)蔦取大学における英語教育の現状認識
2)Bコースについて              と改善策について
(1)履修状況
(2)受講理由            まとめにかえて
(3)満足度とその理由         (1)学生と学部教官の目的意識のずれ
(4)授業の重点            (2)授業への満足度と英語力の関係
3)Cコースについて           (3)自らの積極的な努力が望まれる学生



















4。 現役ですか浪人ですか。   992
(1)現 役         654(65.9%)
(2)1 浪          274(27.6%)
(3)2 浪          38(3.8%)












































(1)は い          259(26.1%)
(2)いえ           414(41.7%)
















聞 く          249(25。%)
話 す          433(43.8%)
読 む          44(4.4%)






風俗、文化       189(19,1%)





比較文化論        31(3.1%)







































Aコー ス  Bコース  cコース
(1)4単位 0単位 0単位 486(49.5%)
(2) 3   1   o   l15(■,7%)
(3) 3   o   l   l17(11.9%)
(4) 2   1    1    88(9.0%)
(5) 1   2   1    13(1.3%)
(6) 1   1   2    7(0.7%)
(7) 1   2   2    13(1,3%)
(8) 2   o   2   1o3(10.5%)












































英語の読解力が伸びた   39(6.3%)
綿密な指導がなされた   19(3.0%)































歴史   41(4。2%)32(3,9%)
科学    38(3.9%) 68(8.3%)
時事英語  72(7.2%)106(12,9%)
文化事情 122(12.6%)188(22.9%)
討論英語  7(0,7%) 37(4.5%)
作文 。総合教材
8(0,8%) 28(3.4%)
10 その他   42(4.3%) 94(11.5%)
20.Aコースの教材として、どのようなジャンルの
ものを望みますか。      979
(1)小説・詩 。劇       304(31.1%)
121 言語・コミュニケーション 133(13.6%)
131 哲学 。人生論       18(1.8%)
に)歴 史         103(10.5%)
(5)科 学          95(9.7%)
(0 時事英語        110(11.2%)
(り 文化事情        ■4(11.6%)
(0 討論英語         19(1.9%)
(9)作文・総合教材      20(2.0%)
10 その他          63(6.4%)
21.Aコースで使用したテキストの英語の難易度に
ついてどう思いましたか。   979
(1)どれも易しすぎた     21(2.1%)





























(1)非常に満足        67(18.6%)
(2)ほぼ満足        176(48,8%)
(3)やや不満足        58(16.1%)
に)非常に不満足       16(4.4%)









は)授業がよく分かった    37(15.0%)
(5)英語を使うことに慣れた  30(12.2%)
27.25で(3)とは)と答えた人へ、その理由を一つだけ









































話す能力         55(14.2%)
聞き取る能力      195(50.5%)
英文を読む能力      39(10。1%)
英文を書く能力      9(2.3%)












つけること         48(11.5%)
他)国際感覚が身に付くように、知識や視野を拡

































授業がよく分かった    34(18.5%)


























































(2)ブースを多機能化する   63(21.2%)
(3)全員が一度に見られるような大型のビデオプ











徹)十分に調べていった    38(3.8%)













ほとんど毎日読む     15(1.5%)
一週間に一度以上は読む  33(3.3%)
一月に一度 くらい読む   69(7.0%)
ほとんど読まない    342(34.5%)































































か。                           990
(1)20人以下        160(16.2%)
(2)21-30人         236(23.8%)
(3)31-40人         296(29,9%)
(4)41-50人         174(17.6%)
(5)51-60人          72(7.3%)

























(4)ほとんどしていない   210(21。1%)


























1     1)全体像について
*アンケート回答率は80%
今回,調査の対象となったのは,平成4年4月現在で教養部に在籍する全学部の2年次生 (1,063




表1 学生数 (教養部在籍2年次生以上)      平成4年4月現在






































部 (教員)50%と高い数値を示した。それに対し教育学部 (総合)34.3%および農学部 (総合)39.6
%という結果であった。具体的な資格の取得をともなう学科では,明確な目的意識があるのは当然
ともいえる。その一方,大学を社会にでる前の猶予期間と考える学生もかなり見られた。



























































































































































が認められる。また教育学部 (教員)。工学部・農学部 (総合)では, 3項目にわたってほぼ均等
に分布している。
英語は好きな (得意な)科目かどうかを問うたQ7との関連を見る。「好き (得意)」 と答えた学












































































































































3 手紙, レポート, レジュメなどを英語で書 く力を身につけること
鳥取大学「一般英語」教育実態調査 151




















































(1)教育学部         23(12.6%)
(2)医学部          70(38,3%)
(3)工学部          41(22.4%)



























充分である        1(0・6%)
なんとか間に合う     60(34,3%)
やや不足している     80(45,7%)






















め              5(3.3%)
131 英会話等の英語の実際的な運用能力習得のた













8,大学の語学教育 (特に英語教育)について関心   (3)英会話等の運用能力を養成するクラスが不足











































































































































































23 英語の履修年次を1、 2年次に限定しないで 3、
4年次でも履修できるようにする、という考え方
についてどう思いますか。   175








(1)賛成である        57(32.2%)
(2)反対である        33(18.6%)
(3)条件付きで賛成である   62(35.0%)






























































































































































今,一般英語は大きな改革の時期を迎えている。これまでの一般教育科 目の枠組みを取 り払い ,




















日常あまり使用しない文章になっている。たとえば, "The experiment proves that.中"を「実験で明らかになっ






































































|1        164 彼津成-1岩上はる子,岸本秀樹,長柄裕美`吉村仲夫,A・K・ケイツ
|     (Q13について)「選択肢2:何とも思っていなかった」を追加。
1     設間が複数の意味に解釈できる,選択肢が全てを尽くしていないなど,非常に国答しにくいアンケー トである。

















31: The language``Englsh"has two aspects as Japanese and other languages haVe;one is a tool for the communica―
tion with other peOple and another is a tool with which techinical works can be developed(the latter includes Eng一
Ish in the hterature).
1)Generally,in un?ersities in Japan,English as a tOol has nOt been emphasized.However for most students,it
occupies large area in the motivation Of langlsh course in students'minds.
2)In the scientific use,English has been a common tool.The tool is easy to understand,but students have not







































































1     49:とくに理系分野の場合,今後,英語ならびに数学はきわめて重要な基礎教科となるので,いっそうの充実
|     が不可欠と思います。(40才代)
50:専門の文献 (英語)の読解能力は,会話力のある者が優れているような印象を受けます。会話力の充実が
必要では?(40才代)
51:(Q20について)選択制でなく全員の学生に,小人数で密度の濃い授業をして頂きたい。(40才代)
52:(Q5について)[?自分の]講義が英語の学力に依拠していないので,答えようがない。
(Q6について)全体が当てはまる。英語的には,主語述語の関係が分かっていないようである。結局は日本
語の構文を知らない, ということかも知れない。
(Q12について)必修である必要を認めていないので,数の多少については,Q15との関連で決まる。
(Q19について)「べきか否か」は答えられない。学ぶ側の問題である。
(Q21について)Q20との関連。取 りたい者はもっと取れる。
(Q22について)原書は外国語で書かれてているという時代ではない。[?原書講読ではなく]外国書講読で
ある。
(Q25について)分からない。しかし,今後論議すべきである。外国語という語学の習得ということで, ノウ
ハウを開発して指導して欲しい。多くの人は中高で6年間,大学では4年で10年間英語教育を受けて,英語で
コミュニケー トできないということを,多くの外国人はほとんど理解できない。大学というのではなく, 日本
の英語教育自体が,どこかに欠陥があるとしか思えない。(50才代)
53:スピーキングとヒアリングの機会を多 くして欲しい。(50才代)
54:技術的には難しいことでしょうが,本格的な辞書 (たとえば研究社の大英和)を使って, じっくりと読解
する姿勢が身につくような指導を希望します。(50才代)
55:(Q6について)基本的には,英語力の不足によると思われるが,言語が意志伝達の一つの手段であるこ
とを理解しておらず,原文に惑わされていることが多い。したがって回答 としては, 1と2を併せたものと
理解して欲しい。
(Q16について)現状が不明なので回答不能。(50才代)
56:情報伝達技術を習得するセンターとしての役割を期待する。(50才代)
57:実用性にも考慮して,新聞等も読めるようにお願いしたい。文学書に偏らないことが,理系学生に必要で
はないか。卒業後,外国でコミュニケーションに不自由がないように。(60才代)
58:教材そのものを再検討する必要があるのではないでしょうか。鳥取大学でどのように英語教育が行なわ
れているか,実態を私はよく知りませんが,少なくとも私自身の経験では,英語教師側の専攻の関係のせいか,
168 筏津成‐,岩上はる予i岸本秀樹,長柄裕尭 苦村伸夫,A・K・ケイツ
教材は文学作品に限定されており,このことは,将来,医ェ農学部系統に進む者にとっ―て何等の役に立ってお
らず,興味を著しく肖↓滅するものであっ.た。一般教養における英語教育は,教養課程と専門1課程の橋渡し的役
割を果たす意味で,教材をもっと拡大し.医工教の各学部向けの内容にすべきだと思われる。(60才代)
最後に本調査にあたっては多くの方々の御協力をいただきました。この場を借りてお礼申し上げ
ます。
